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〔１〕

令和4年度 函館市民生委員・児童委員大会令和4年度 函館市民生委員・児童委員大会

　

5
月
か
ら
延
期
に
な
っ
て
い
た
大

会
が
、
9
月
26
日
㈪
に
芸
術
ホ
ー
ル

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
2
時
よ
り
式
典
が
行
わ
れ
、

最
初
に
こ
の
1
年
間
に
逝
去
さ
れ
た

6
名
の
委
員
の
方
々
に
、
黙
祷
を
捧

げ
ま
し
た
。

　

市
長
と
会
長
の
挨
拶
の
後
、
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
在
職
20
年
が
31

名
。
4
組
に
分
か
れ
1
組
ご
と
に
ス

テ
ー
ジ
に
上
り
、
代
表
者
に
市
長
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
在
職
10

年
の
委
員
は
11
名
で
、
ス
テ
ー
ジ
上

で
代
表
者
に
市
長
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
20
年
表
彰
の
第
23
民
児

協
叶
野
道
子
委
員
か
ら
、
任
命
当
初

の
思
い
出
話
も
交
え
て
、
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

祝
辞
を
、
市
議
会
議
長　

浜
野
幸

子
様
、
社
会
福
祉
協
議
会
会
長　

大

槻
寅
男
様
、
市
町
会
連
合
会
会
長　

江
頭
進
様
よ
り
頂
き
、
閉
会
致
し
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
会
場
入
口
で

は
、
検
温
、
手
指
消
毒
も
徹
底
さ

れ
、
座
席
も
ひ
と
つ
お
き
、
参
加
人

数
も
制
限
と
い
う
中
で
の
開
催
で
し

た
が
、
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
委
員
の
皆
様
、
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

中
村　

啓
子
）
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第
１
民
児
協　

　
　

小
山　

德
子

　

第
２
民
児
協　

　
　

佐
藤
不
二
子

　

第
３
民
児
協　

　
　

亀
谷　

泰
子

　

第
５
民
児
協

　
　

㔟
田
由
美
子

　
　

永
澤　

和
枝

　

第
８
民
児
協　

　
　

澤
山　

義
江

　
　

五
十
嵐
美
智

　

第
９
民
児
協　

　
　

岩
山　

勝
則

　
　

小
林　

直
子

　

第
10
民
児
協　

　
　

近
藤
美
弥
子

　

第
11
民
児
協　

　
　

片
岡　

雅
子

　
　

永
谷　

源
子

　
　

杉
崎　

総
恵

　

第
12
民
児
協　

　
　
佐
々
木
奈
穗
子

　

第
13
民
児
協　

　
　

鈴
木
さ
い
子

　
　

坪
谷　

淑
子

　

第
15
民
児
協　

　
　

佐
々
木
眞
弓

　

第
17
民
児
協　

　
　

金
子
イ
ツ
子

　

第
18
民
児
協　

　
　

木
村
眞
知
子

　
　

平
野　

律
子

　

第
19
民
児
協　

　
　

林　

笑
美
子

　
　

塗　
　

政
江

　
　

相
馬　

雅
惠

　

第
20
民
児
協　

　
　

山
下　

紀
子

　

第
23
民
児
協　

　
　

本
間　

節
子

　
　

叶
野　

道
子

　

第
24
民
児
協　

　
　

木
村　

一
雄

　

第
25
民
児
協　

　
　

小
野
澤
雅
江

　

第
26
民
児
協　

　
　

室
谷　

久
惠

　

第
29
民
児
協　

　
　

青
山　

隆
善

　
　

嵐
田
由
喜
子

　

第
３
民
児
協　

　
　

鍋
谷
久
美
子

　

第
９
民
児
協　

　
　

木
村　

義
昭

　

第
10
民
児
協　

　
　

池
上
て
る
み

　

第
12
民
児
協　

　
　

朝
野　

昭
夫

　
　

川
越　

栄
子

　

第
15
民
児
協　

　
　

比
森　

敏
邦

　

第
16
民
児
協　

　
　

三
戸　

進
一

　

第
20
民
児
協　

　
　

大
舘　
　

聡

　

第
21
民
児
協　

　
　

山
野
智
惠
子

　

第
23
民
児
協　

　
　

大
竹　
　

優

　

第
24
民
児
協　

　
　

大
谷
加
奈
子

　

令
和
4
年
度
第
58
回
函
館
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
が
9
月
26
日

函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
（
敬
称
略
）

栄
え
あ
る
受
賞

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

函
館
市
長

感
謝
状

20
年
在
職

10
年
在
職

　

「
一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
隣
人
愛

を
も
っ
て
…
…
」

　

12
民
児
協
の
定
例
会
に
新
し
い
風
景

が
加
わ
り
ま
し
た
。
民
生
委
員
児
童
委

員
信
条
の
唱
和
で
す
。
全
道
正
副
会
長

研
修
会
で
の
情
報
か
ら
、
当
初
、
次
年

度
か
ら
の
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
「
良
い
事
は
、
直
ぐ
実
施
す
べ

き
」
と
の
、
尊
敬
さ
れ
る
委
員
さ
ん
の

一
声
に
右
習
い
し
、
本
年
９
月
の
定
例

会
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
民
児
協
は
市
の
東
央
部
に

位
置
し
、
駒
場
、
川
原
、
深
堀
、
花
園

の
４
町
（
約
６
千
世
帯
）
を
、
26
名
の

民
生
委
員
と
２
名
の
主
任
児
童
委
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
し
角
度
を
変
え
て
12
民
児
協
を
数

字
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
男
女
比
で
す
が
男
性
29
％
女

性
71
％
。
平
均
年
齢
は
68
歳
で
、
在
任

期
間
は
平
均
９
年
９
ヶ
月
で
す
。
ま

た
、
就
業
率
は
43
％
で
年
々
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
数
字
は
、
一
斉
改

選
を
控
え
た
８
月
末
の
デ
ー
タ
で
す
の

で
、
男
女
比
と
就
業
率
以
外
は
高
く
な

り
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
数
字
か

ら
、
12
民
児
協
が
抱
え
る
今
後
の
課
題

が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
定
例
会
は
、
毎
月
、
連
絡
会

翌
週
の
火
曜
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
で

す
が
、
就
業
率
の
高
さ
に
注
目
し
て
考

え
れ
ば
、
開
催
の
曜
日
、
時
間
帯
、
回

数
等
、
仕
事
を
持
つ
委
員
さ
ん
に
添
っ

た
対
応
の
必
要
性
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
３
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
活
動
や
研
修
が
大
幅
に
制
限
さ

れ
、
委
員
の
使
命
感
や
一
体
感
と
い
っ

た
心
情
面
が
徐
々
に
薄
め
ら
れ
つ
つ
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
信

条
の
唱
和
は
、
個
々
の
心
情
に
忘
れ
か

け
て
い
た
も
の
を
呼
び
起
こ
す
き
っ
か

け
と
な
り
、
そ
れ
が
唱
和
後
に
感
じ
る

清
々
し
さ
な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
第
12
方
面
民
児
協
会
長　

髙
津　

脩
）

こ
ん
に
ち
は

第
12
方
面
民
児
協
で
す



〔３〕

　

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
催
し
が
中
止
・

延
期
さ
れ
る
中
、
６
月
23
日
㈮
午
後
6

時
30
分
か
ら
、
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に

て
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
市
保
健
福
祉
部
高
齢
福

祉
課
の
中
村
主
査
を
講
師
に
迎
え
「
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
安
心
ボ
ト
ル
に
つ

い
て
」
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
わ
か

り
や
す
い
テ
キ
ス
ト
で
〝
字
〞
が
大
き

い
の
が
な
に
よ
り
で
し
た
。
日
常
生
活

の
中
の
不
安
解
消
や
安
全
確
保
の
た

め
、
火
災
・
急
病
・
そ
の
他
事
故
等
の

緊
急
時
に
通
報
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し

て
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

「
安
心
ボ
ト
ル
」
は
、
救
急
車
を
呼

ん
だ
時
に
隊
員
の
方
に
情
報
を
確
認
し

て
も
ら
い
、
迅
速
で
適
切
な
救
急
活
動

に
い
か
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
近

い
将
来
の
自
分
の
身
に
置
き
換
え
な
が

ら
有
意
義
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
強
く
心
に
残
っ
た
事
は

「
介
護
と
は
食
事
・
排
泄
・
入
浴
の
お

手
伝
い
で
す
」
と
い
う
お
話
で
す
。
令

和
２
年
度
の
資
料
を
基
に
具
体
的
に
数

字
で
示
さ
れ
、
函
館
市
の
人
口
を
24
万

人
と
し
て
65
才
以
上
の
高
齢
者
は
９
万

人
、
36
〜
37
％
を
占
め
ま
す
。
介
護
認

定
者
は
２
万
人
、
そ
の
内
高
齢
者
向
け

介
護
施
設
入
所
者
は
５
千
人
と
、
少
子

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、
民
生
委
員

活
動
の
難
し
さ
を
更
に
考
え
さ
せ
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
達
は
今
、
コ
ロ
ナ
禍
・
自
然
災

害
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
・
そ
れ
ら
か
ら

来
る
経
済
の
不
安
、
と
大
変
な
時
代
を

生
き
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
を
お
引
き

受
け
し
た
頃
、
心
に
決
め
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
「
行
動
の
前
に
深
呼
吸
」
初

心
を
忘
れ
ず
、
そ
し
て
少
し
緊
張
も
し

な
が
ら
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
第
１
方
面
民
児
協　

熊
木　

光
子
）

　

今
年
度
の
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修

会
は
、
『
生
ま
れ
変
わ
っ
た
包
括
に
つ

い
て
』
と
題
し
て
、
函
館
市
内
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
ん
中
央
」
と

「
と
き
と
う
」
で
自
立
支
援
の
相
談
員

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
６
名
の
社
会

福
祉
士
を
講
師
に
迎
え
、
９
月
16
日
㈮

に
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、
38
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
従
来
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
、
介
護
保
険
法
に
基
づ

い
た
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
も
の
に
対

し
て
、
近
年
、
生
活
困
窮
、
障
が
い

者
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
幅
広
い
分
野

で
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
問
題
が
発
生
し

て
い
る
現
状
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
、
函
館
市
で

は
地
域
住
民
の
複
雑
化
・
複
合
化
し
た

支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
既
存

の
セ
ン
タ
ー
に
自
立
相
談
支
援
機
関
を

併
設
し
た
窓
口
を
創
設
、
本
年
４
月
１

日
か
ら
市
内
10
か
所
に
お
い
て
、
包
括

支
援
を
提
供
す
る
福
祉
拠
点
と
し
て
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
実
際
に
対
応
し
た
事
例
が

数
点
紹
介
さ
れ
、
印
象
深
か
っ
た
ケ
ー

ス
と
し
て
、
60
代
の
祖
母
の
自
宅
に
10

代
の
孫
が
出
入
り
し
て
お
り
祖
母
の
面

倒
を
見
て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
か
？

親
は
？
学
校
は
？
状
況
を
確
認
す
る
と

実
は
、
孫
が
自
宅
へ
帰
ら
な
い
の
は
、

親
が
虐
待
し
て
い
た
の
が
原
因
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
問
題
が
絡
み

合
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
改
め

て
分
野
を
問
わ
な
い
支
援
が
必
要
だ
と

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
他
都
市
に
は
少
な
い
先
進

的
制
度
を
充
実
発
展
さ
せ
る
た
め
、

様
々
な
情
報
の
提
供
、
共
有
・
連
携
が

今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
町
会
・
学
校
、
医
療
機
関
、
高
齢

者
・
障
が
い
者
施
設
等
が
一
体
と
な
っ

て
問
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
。
そ
し

て
そ
こ
に
は
何
と
い
っ
て
も
地
域
の
民

生
・
児
童
委
員
の
積
極
的
関
わ
り
が
不

可
欠
だ
と
い
う
こ
と
も
改
め
て
認
識
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
、
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
た

２
つ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
、
地
域
に

開
か
れ
た
施
設
を
目
指
し
、
寄
り
添
い

な
が
ら
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
「
集
い

の
場
」
を
創
設
、
地
域
関
係
者
な
ど
が

相
談
や
情
報
交
換
等
を
行
う
た
め
の
場

を
有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
委
員　

保
坂　

昌
史
）

テ
ー
マ
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
安
心
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
」

第
１
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
生
ま
れ
変
わ
っ
た
包
括
に
つ
い
て
」

第
２
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会



〔４〕

　

令
和
４
年
度
函
館
市
民
生
委
員
児
童

委
員
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会
が
６

月
29
日
㈬
13
時
30
分
か
ら
函
館
市
民
会

館
小
ホ
ー
ル
で
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
約
65
名
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
の
着
用
、
検

温
、
消
毒
及
び
密
に
な
ら
な
い
配
席
に

考
慮
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
「
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
」
と
題

し
、
講
師
と
し
て
函
館
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
の
か
わ
」
か
ら
社
会

福
祉
士
の
佐
々
木
康
寛
さ
ん
、
同
じ
く

「
た
か
お
か
」
か
ら
主
任
介
護
支
援
専

門
員
の
有
田
妙
子
さ
ん
の
２
人
が
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
有
田
さ
ん
か
ら
「
民
生
委

員
と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
連
携
ガ
イ

ド
」
を
基
に
様
々
な
事
例
の
お
話
が
あ

り
、
特
に
安
否
確
認
の
情
報
共
有
に
つ

い
て
は
、
個
人
情
報
を
盾
に
す
る
こ
と

な
く
十
分
に
配
慮
し
、
利
用
目
的
と
必

要
な
範
囲
を
意
識
し
な
が
ら
連
携
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
を
活
用

し
、
関
係
者
間
で
情
報
共
有
し
、
支
援

や
見
守
り
体
制
を
確
認
す
る
こ
と
で
連

携
強
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
い
で
佐
々
木
さ
ん
か
ら
は
、
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
の
「
食
料
緊
急
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
と

「
生
活
困
窮
者
等
に
対
す
る
安
心
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
の
事
業
内
容
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
食
料
緊
急
支
援
サ
ー
ビ
ス

は
食
べ
物
が
買
え
な
い
人
や
夜
間
に
緊

急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
で
食
事
提

供
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
に
連
絡
が
あ

れ
ば
無
料
提
供
で
き
る
事
業
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
活
困
窮
者

等
に
対
す
る
安
心
サ
ポ
ー
ト
制
度
は
一

時
的
に
経
済
援
助
を
す
る
も
の
で
対
象

者
や
対
象
外
と
な
る
事
由
の
細
部
の
説

明
が
あ
り
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
は

非
常
に
心
強
い
事
業
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

地
域
福
祉
全
般
に
関
わ
る
こ
と
は
、

と
り
あ
え
ず
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
一

報
し
対
応
を
協
議
し
て
解
決
の
糸
口
を

見
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
じ
参
加
者
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ハ
ー
ド
ル
が

低
い
こ
と
を
確
認
し
、
今
後
の
活
動
の

幅
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
の

意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
実
の
あ
る
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

武
田　

忠
夫
）

　

９
月
14
日
㈬
午

後
１
時
30
分
よ
り

函
館
市
民
会
館
小

ホ
ー
ル
に
て
「
障

害
者
手
帳
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に

障
が
い
者
福
祉
部

会
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
函
館

市
保
健
福
祉
部
障

が
い
保
健
福
祉
課

　

相
談
支
援
・
精

神
保
健
担
当
主
査

の
芳
村
文
博
氏
に

講
師
を
お
願
い
し
、
89
名
が
参
加
し

て
、
熱
心
に
講
演
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

講
演
内
容
は
「
障
害
者
手
帳
」
に
は

「
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」
の
３
種
類

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
函
館
市
発
行
の
緑

色
の
も
の
と
北
海
道
発
行
の
茶
色
の
も

の
が
あ
る
と
い
う
説
明
か
ら
始
ま
り
、

ス
ラ
イ
ド
を
使
い
丁
寧
な
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
申
請
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

障
が
い
保
健
福
祉
課
、
亀
田
福
祉
課
、

各
支
所
に
必
要
な
書
類
を
持
参
し
て
行

い
ま
す
が
、
「
精
神
障
害
者
手
帳
」
に

つ
い
て
は
湯
川
・
銭
亀
沢
支
所
は
除
か

れ
る
そ
う
で
す
。

　

手
帳
を
持
つ
こ
と
で
受
け
ら
れ
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
の

種
類
や
利
用
ま
で
の
流
れ
と
利
用
料
金

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
補
聴
器
や
車
い
す
や
義
足
な
ど

の
補
装
具
の
支
給
、
医
療
助
成
制
度
、

地
域
生
活
支
援
事
業
、
日
常
生
活
用
具

給
付
等
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

他
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
交
通

料
金
の
割
引
な
ど
も
あ
る
そ
う
で
す
。

た
だ
し
各
サ
ー
ビ
ス
は
65
才
以
上
の
障

が
い
者
の
方
は
介
護
保
険
が
優
先
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
役
所
に
置
い
て

あ
る
「
障
が
い
者
福
祉
の
し
お
り
」
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
感
染
を
考
慮
し
て
１

時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、
有

意
義
な
研
修
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

（
第
10
方
面
民
児
協　

吉
澤　

洋
）

テ
ー
マ
「
民
生
委
員
と
地
域
の
関
わ
り
に
つ
い
て
」

第
３
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
障
害
者
手
帳
に
つ
い
て
」

障
が
い
者
福
祉
部
会
研
修
会



〔５〕

　

６
月
７
日
㈫
〜
８
日
㈬
札
幌
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
に
全
道
か
ら
対
面
と
オ
ン
ラ
イ

ン
の
形
式
で
5
6
0
余
名
が
参
加
し
て

３
年
ぶ
り
に
研
究
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
函
館
か
ら
は
事
務
局
２
名
含
む
17

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
佐
川
徹
道
民
児
連
会
長
の

「
リ
ラ
冷
え
の
中
、
生
き
生
き
と
し
た

み
な
さ
ん
に
対
面
で
会
え
て
感
激
し
て

い
ま
す
。
一
斉
改
選
を
控
え
、
な
り
手

不
足
や
中
途
退
任
者
を
防
ぐ
等
課
題
は

あ
る
が
、
明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
！

を
私
た
ち
民
生
委
員
の
モ
ッ
ト
ー
に
」

と
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
民
生
委
員
児
童
委
員
を
取

り
巻
く
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
道
民

児
連
事
務
局
よ
り
基
調
説
明
が
あ
り
、

休
憩
を
挟
ん
で
分
科
会
１
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
委
員
を
孤
立
さ
せ
な
い
民

児
協
づ
く
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
４
（
函
館
・
室
蘭
・
三

笠
・
登
別
・
京
極
町
・
苫
前
町
の
６
名

の
テ
ー
ブ
ル
）
に
入
り
、
６
人
家
族
と

し
て
父
母
・
祖
父
母
、
兄
姉
の
役
割
を

決
め
、
講
師
の
鳥
居
一
頼
氏
の
指
導
の

も
と
に
、
道
民
児
連
研
修
テ
キ
ス
ト

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
す
す
め
」
を
使

い
、
４
つ
に
分
類
さ
れ
た
詩
編
の
中
か

ら
、
４
編
の
詩
を
教
材
に
感
じ
た
こ

と
、
考
え
た
こ
と
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
自

由
に
発
言
し
意
見
交
換
し
て
い
き
ま

す
。
一
編
の
詩
ご
と
に
全
体
発
表
し
、

指
定
さ
れ
た
役
目
の
人
が
個
人
の
感
想

や
疑
問
、
意
見
な
ど
を
述
べ
ま
す
。

　

こ
う
し
て
４
つ
の
詩
を
使
っ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、

自
分
と
違
う
経
験
や
意
見
を
聞
く
こ
と

で
参
加
者
同
士
の
対
話
を
活
発
に
し

て
、
以
っ
て
委
員
を
孤
立
さ
せ
な
い
民

児
協
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る

初
体
験
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

　

２
日
目
は
「
関
係
機
関
・
団
体
と
の

連
携
・
協
働
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
原
田
正
樹
日
本
福
祉
大

教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

稚
内
市
東
地
区
、
妹
背
牛
町
、
大
樹

町
の
各
民
児
協
の
取
り
組
み
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
、
稚
内
市
東
地
区
の

「
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
」
で
は
、
地
域
の
気
に
な
る
子
ど
も

に
つ
い
て
、
小
中
学
校
・
保
育
所
・
民

児
協
等
で
情
報
を
共
有
し
具
体
的
な
個

別
の
支
援
に
結
び
つ
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
発
足
し
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け

は
、
北
地
区
の
主
任
児
童
委
員
が
中
学

校
に
「
学
校
の
力
に
な
り
た
い
」
「
学

校
と
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
中

で
育
て
る
た
め
に
子
ど
も
た
ち
の
様
子

等
の
情
報
を
地
域
に
伝
え
て
ほ
し
い
」

と
熱
心
な
働
き
か
け
か
ら
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
応

援
す
る
地
域
食
堂
を
立
ち
上
げ
、
他
地

区
に
も
定
着
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
学
校
だ
け
で
無
く
有
職
少
年

少
女
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、
企
業
と
も

連
携
し
、
地
元
で
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
、
さ
ら
に
就
労
も
視
野
に
入
れ
た

「
街
づ
く
り
」
を
目
指
す
と
い
う
大
変

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
あ
り
、
ま
た

信
頼
関
係
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ

た
発
表
で
し
た
。

　

最
後
は
、
引
き
続
き
原
田
教
授
を
講

師
に
「
地
域
共
生
社
会
に
お
け
る
民
生

児
童
委
員
へ
の
期
待
」
と
題
し
た
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
す
で
に
8
0
5
0
・

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
等
メ
デ
ィ
ア
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
2
0
2
5

年
・
2
0
4
0
年
問
題
と
し
て
団
塊
世

代
が
75
歳
以
上
と
な
り
約
３
割
が
要
介

護
に
な
り
寝
た
き
り
や
認
知
症
を
発
症

す
る
と
社
会
資
源
が
不
足
し
て
き
ま
す
。

　

一
方
で
深
刻
な
少
子
化
に
よ
り
高
齢

福
祉
と
共
に
若
年
福
祉
が
重
要
で
、
さ

ら
に
団
塊
世
代
ジ
ュ
ニ
ア
の
高
齢
化
、

単
身
化
が
進
む
と
死
後
支
援
が
心
配
に

な
り
、
逆
に
社
会
資
源
が
余
る
時
代
に
。

　

地
域
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら

し
、
互
い
に
支
え
あ
い
自
立
し
た
生
活

を
今
後
も
続
け
る
た
め
に
は
、
困
っ
た

時
・
い
ざ
と
い
う
時
に
頼
れ
る
先
、
依

存
先
を
増
や
す
事
が
大
切
で
「
地
域
共

生
社
会
」
に
必
要
と
さ
れ
る
介
護
や
介

護
予
防
・
保
健
医
療
、
住
居
・
就
労
・

教
育
な
ど
多
様
な
生
活
問
題
を
抱
え
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
世
帯
を
、

青
か
ら
急
に
赤
信
号
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
黄
色
信
号
の
う
ち
に
関
係
機
関
に

つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、
今
後

も
包
括
等
と
の
連
携
を
密
に
し
て
活
動

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
広
報
副
委
員
長　

岩
山　

勝
則
）

令
和
４
年
度

全
道
民
児
協
会
長・副
会
長
研
究
協
議
会



　行動制限が緩和中の８月17日㈬～18日㈭にかけて、札幌パークホテルを会場に全道から410名（函館
11名）が参加して、活動研究集会が開催されました。１日目は全体会、分散研修、交流サロン、２日目
は分散研修と交流サロンの報告発表と講演が行われました。
　１日目の全体会は「北海道ケアラー支援条例について」と題して、北海道保健福祉部高齢者支援局　
高齢者保健福祉課の北山浩之氏が行政説明を行いました。
　少子高齢化の社会的背景の中で本来大人が担う家事や家族の世話を日常的に行っている子どもをヤン
グケアラーといいます。この子ども達が抱える問題として、核家族化の中で家庭内の問題が見えづら
い、周囲の大人も気づきづらい、責任や負担も大きく孤立している。また、自分の時間が十分に持てず
成長や学びなどへの影響が懸念されていますとの調査報告がありました。
　令和に入り国や自治体も動き出し、実態調査をし条例を制定、令和４年度からは条例関連事業を通し
て普及啓発・相談支援体制を整え推進計画を発表し、推進していく上で民生委員・主任児童委員には日
頃の活動の中で、見守りを通して行政や相談支援機関へ継ぐようご協力お願いしますと話され説明が終
了しました。
　続いて３分科会に分かれての分散研修が行われました。
　分科会１は「事例から学ぶ子どもと家庭への支援」と題して、講師大場信一氏（函館８名参加）、分
科会２は「北海道におけるヤングケアラーの実態と課題」と題して、講師小助川文治氏（函館３名参
加）、分科会３はオンラインも併用し「子どもに関する実践事例から学ぶ」と題して、講師鳥居一頼氏
（函館０名参加）の道民児連講師３名が担当しました。
　分科会の報告発表は翌日に行われますが、１日目最後のプログラムとして初試みの交流サロンが開催
されました。時間の都合で函館は参加できませんでした。
　２日目、全体会では３分科会から２名ずつの発表があり、初試みの交流サロンからは、コロナ禍でも
工夫をしながら活動している様子が報告されました。
　続いての講演は「安心できる居場所をつくる～ちょっとお節介な大家さんでいること～」と題してＫ
ＡＫＥＣＯＭＩ発起人代表　鴻巣麻里香氏のお話しです。
　フリーランスのスクールソーシャルワーカーとして、誰も孤立しないための居場所づくり（こども食
堂「たべまな」）や貧困・虐待・いじめなどに苦しむ子どもと家庭への支援を積極的に行っています。
　講師自身の生い立ち、経験、大病からの完治等の話しを交えながら、子ども達が安心できる居場所を
提供できるよう日々奮闘している様子を、できるだけ多く伝えたい思いが溢れる話し方でとても説得力
があり引き込まれました。
　コロナ禍の中でも多くの方が集まり対面で話し合えた事は、やはり研修会はこれがいいとの思いと、
道民児連事務局のご苦労に感謝の気持ちがいっぱいの研究集会でした。

（広報委員長　佐藤やよ子）

〔６〕
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研究集会
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９
月
２
日
㈮
に
函
館
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
「
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

推
進
講
座
」
に
道
南
の
各
地
域
よ
り
約

1
5
0
名
の
委
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
コ
ロ
ナ
禍
を
ふ
り
か
え
り
社
会
福

祉
協
議
会
と
の
協
働
の
あ
り
方
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
ま
ず
最
初
に
道
民

児
連
事
務
局
か
ら
「
民
生
委
員
児
童
委

員
活
動
実
態
調
査
結
果
」
の
報
告
、
そ

れ
か
ら
、
登
別
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

「
社
会
福
祉
協
議
会
と
民
生
児
童
委
員

の
協
働
〜
住
民
と
共
に
あ
る
き
ず
な
計

画
の
実
践
」
と
題
し
た
２
つ
の
講
義
の

研
修
で
し
た
。

　

道
民
児
連
の
「
民
生
児
童
委
員
活
動

実
態
調
査
結
果
」
の
報
告
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
道
内
民
児
協
会
長
4
2
0
名
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
見
え

て
き
た
「
コ
ロ
ナ
禍
が
民
生
児
童
委
員

活
動
に
与
え
た
影
響
」
に
つ
い
て
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

・
定
例
会
の
時
短
の
た
め
、な
か
な
か
各

委
員
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
な
い

・
世
帯
状
況
の
把
握
レ
ベ
ル
が
低
下
し

て
い
る

・
個
々
の
委
員
に
よ
っ
て
、
感
染
症
の

捉
え
方
が
違
い
、
足
並
み
が
そ
ろ
わ

な
い

・
地
域
住
民
と
の
交
流
の
機
会
が
減
っ

た
・
電
話
で
の
安
否
確
認
が
増
え
、
活
動

経
費
が
増
加
し
て
い
る

・
委
員
の
仲
間
同
士
の
支
え
合
い
、
学

び
合
い
が
な
く
な
っ
て
い
る

な
ど
、
民
児
協
会
長
さ
ん
の
悩
み
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
28
年
か
ら
令
和
２
年
度

ま
で
の
「
統
計
か
ら
み
る
活
動
の
変

化
」
に
つ
い
て
の
報
告
で
す
が
、
相
談

支
援
件
数
・
そ
の
他
の
活
動
・
訪
問
回

数
・
連
絡
調
整
回
数
・
活
動
日
数
な
ど

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
は
、
総
じ
て
20
％
〜

25
％
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
と
い
う
結
果

で
し
た
。

　

次
に
、
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会

福
祉
協
議
会
と
民
生
委
員
児
童
委
員
の

協
働
」
で
す
が
、
都
合
に
よ
り
登
別
市

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
講
師
が
来
ら
れ

ず
、
残
念
な
が
ら
動
画
で
の
講
義
と
な

り
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、

・
鍵
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

・
丸
ご
と
支
え
合
い
事
業

・
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

・
住
民
座
談
会

・
福
祉
教
育
の
推
進

な
ど
で
す
が
、
「
鍵
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

事
業
」
と
い
う
の
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
な
ど
の
鍵
を
、
地
域
の
24
時

間
対
応
の
福
祉
施
設
な
ど
で
お
預
か
り

し
、
も
し
も
の
時
に
は
地
域
の
事
業
協

力
員
が
取
り
に
行
き
、
ご
本
人
の
安
否

確
認
を
行
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
民
生
委
員
か
ら
生
ま
れ

た
事
業
だ
そ
う
で
す
が
、

・
近
所
の
高
齢
者
に
頼
ま
れ
て
鍵
を
預

か
っ
た
は
良
い
が
責
任
が
重
く
感
じ

る
…

・
鍵
を
預
け
た
方
が
認
知
症
を
患
っ
て

し
ま
い
泥
棒
扱
い
さ
れ
困
っ
た
…

・
何
と
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
…

と
の
声
か
ら
事
業
化
し
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
事
業
協
力
員
が
94
名
、
利
用

登
録
者
は
29
名
い
る
そ
う
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
民
生
委
員
と
の
コ
ロ

ナ
禍
で
の
新
た
な
取
り
組
み
「
ま
ご
こ

ろ
お
届
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
多
く
の
方
た
ち
か
ら
の

声
に
は
、

・
人
と
会
え
な
く
て
寂
し
い

・
子
ど
も
や
孫
に
会
え
な
い

・
減
収
し
て
生
活
が
苦
し
い
、
食
べ
る

も
の
も
な
い

・
集
ま
り
た
い
け
ど
集
ま
れ
な
い

・
ど
こ
ま
で
我
慢
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う

・
ワ
ク
チ
ン
予
約
が
で
き
な
い
、
電
話

が
き
こ
え
な
い

こ
う
い
っ
た
声
の
中
か
ら
「
ま
ご
こ
ろ

レ
タ
ー
」
を
毎
月
２
回
、
毎
号

3
2
0
0
部
を
発
行
し
て
、
お
届
け
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
「
ま
ご
こ
ろ
レ
タ
ー
」
を
読
ん

で
、
「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
申
込
支

援
」
「
応
急
生
活
支
援
事
業
」
な
ど
、

近
く
に
子
ど
も
が
お
ら
ず
家
族
に
頼
れ

な
い
高
齢
者
の
方
が
利
用
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
大
変
評
判
も
良

く
、
皆
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
と
い

う
お
話
で
し
た
。

　

最
後
に
、
民
生
委
員
と
し
て
の
考
え

方
の
根
底
に
、
「
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
意
識
と
、

何
か
い
つ
も
と
違
う
と
い
っ
た
違
和
感

に
気
づ
く
感
覚
を
持
つ
こ
と
、
想
像
力

が
大
事
だ
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　

約
1
5
0
分
の
研
修
で
し
た
が
、
日

頃
の
活
動
の
反
省
点
や
参
考
に
な
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
と
て
も
有
意
義

な
研
修
で
し
た
。

（
広
報
委
員　

稲
村　

耕
三
）

第　

回

民
生
委
員
児
童
委
員

活
動
推
進
講
座
に
参

加
し
て

第　

回

民
生
委
員
児
童
委
員

活
動
推
進
講
座
に
参

加
し
て
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
り
、
5
月
25
日
に
函
館
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
で
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
令

和
4
年
度
定
期
総
会
」
は
、
密
閉
、
密

集
、
密
接
の
い
わ
ゆ
る
「
三
密
」
を
避
け

る
た
め
、
例
年
実
施
し
て
い
る
一
堂
に
会

す
る
審
議
方
法
で
は
な
く
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
書
面
で
議
案
を
表
決
す
る
書
面
総

会
に
変
更
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

書
面
総
会
は
、
理
事
お
よ
び
代
議
員

1
7
5
名
に
書
面
表
決
書
を
郵
送
し
、
議

案
第
1
号
以
下
7
件
に
つ
い
て
表
決
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
、
全
て
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

○
議
案
第
1
号　

令
和
3
年
度
事
業
報
告

○
議
案
第
2
号　

令
和
3
年
度
一
般
会
計

収
入
支
出
決
算

○
議
案
第
3
号　

令
和
3
年
度
特
別
会
計

収
入
支
出
決
算

○
議
案
第
4
号
監
査
報
告

○
議
案
第
5
号　

令
和
4
年
度
事
業
計
画

案
○
議
案
第
6
号　

令
和
4
年
度
一
般
会
計

収
入
支
出
予
算
案

○
議
案
第
7
号　

令
和
4
年
度
特
別
会
計

収
入
支
出
予
算
案

（
民
児
連
事
務
局
）

　

令
和
4
年
度
よ
り
、
函
館
市
で
は
介

護
予
防
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

「
い
き
い
き
生
活
手
帳
」
を
作
成
し
健

康
維
持
や
介
護
予
防
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
生
活
し
て
い
く

為
に
、
自
身
で
健
康
や
生
活
習
慣
に
つ

い
て
振
り
返
り
、
健
康
維
持
へ
取
り
組

み
を
し
て
い
く
事
が
大
切
で
す
。

　

「
い
き
い
き
生
活
手
帳
」
は
自
身
の

健
康
状
態
に
合
わ
せ
作
り
上
げ
る
介
護

予
防
の
手
帳
で
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
と
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
が
面
談
し
て
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
に
て
健
康
状
態
や
生
活
習
慣
を

把
握
し
、
自
分
の
目
標
や
具
体
的
な
取

り
組
み
を
考
え
ま
す
。
ま
た
健
康
維

持
、
介
護
予
防
に
必
要
な
情
報
シ
ー
ト

（
運
動
、
栄
養
、
認
知
症
、
口
腔
等
）

を
選
び
、
自
分
だ
け
の
「
い
き
い
き
生

活
手
帳
」
を
作
り
上
げ
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
で
健
康
や
生
活
に
不

安
を
抱
え
て
い
る
方
や
健
康
増
進
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
方
が
対
象

で
す
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
が
、
ご
希

望
の
方
や
興
味
の
あ
る
方
は
圏
域
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
函
館
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

連
絡
協
議
会
）

　

函
館
市
民
児
連
の
活
動
事
業
に
対
し

て
、
次
の
団
体
か
ら
毎
年
、
助
成
金
が

交
付
さ
れ
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
の
助
成
金
交
付
額
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

助
成
金
の
主
な
使
い
途
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
中
止
し
た
事
業
も
あ
り
ま
し

た
が
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
実
践
活

動
等
に
役
立
て
る
た
め
の
全
道
児
童
委

員
活
動
研
究
集
会
へ
の
参
加
や
各
民
児

協
の
活
性
化
事
業
の
ほ
か
、
民
生
委
員

制
度
等
の
周
知
を
図
る
た
め
の
啓
発
活

動
な
ど
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

（
民
児
連
事
務
局
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

今
期
広
報
紙
は
75
号

か
ら
始
ま
り
80
号
迄
、

コ
ロ
ナ
感
染
に
振
り
回

さ
れ
な
が
ら
も
予
定
通

り
無
事
発
行
で
き
ま
し
た
。

　

事
務
局
始
め
原
稿
依
頼
を
快
く
お

引
き
受
け
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
お
か

げ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
3
年
間
の

感
謝
を
込
め
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
81
号
か
ら
は
新
広
報
委
員

会
の
担
当
と
な
り
、
見
や
す
く
読
み

や
す
い
紙
面
作
り
に
取
り
組
ん
で
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
・
投
稿
も
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
も
な
く
冬
将
軍
が
到
来
し
ま

す
。
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ダ
ブ
ル
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ご
自
愛
下
さ
い
。

　

（
広
報
委
員
長　

佐
藤
や
よ
子
）

※
相
馬
報
恩
会　

  

4
0
0
，0
0
0
円

※
杉
崎
福
祉
財
団  

4
0
0
，0
0
0
円

※
函
館
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

  

1
0
6
，0
0
0
円

お
知
ら
せ

じ
ぶ
んの

町を良くするしくみ
。

赤
い羽根共同募

金

函
館
市
民
児
連
へ
の

　
　
　

助
成
金
に
つ
い
て

民
児
連
定
期
総
会
を

書
面
総
会
に
変
更
し

て
実
施

「
い
き
い
き
生
活
手
帳
」を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

令和4年度




